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自己紹介 松成 容子(まつなり ようこ)

農村で三世代同居で育つ

奈良女子大学で食物学、東京学芸大学大学院で教育学(中退)

社会に出て、食の専門家を取材して、書く仕事 (フリー編集ライター)

文字の仕事・本づくり ⇔ 家庭現実の限界

↧

体験・対話に勝るものなし

↓

2000年に仲間に出会い、2003年にNPO法人化
↓

↓ (2005年食育基本法)農水省・県・市の食育委員

「正解は1つでない」「ニコニコ食卓を囲む幸せ」という結論に到達



解決の道は

体験すること

対話すること

<親世代に>

→ 子育て世代の

気持ちにゆとりを

<大人も子供も>

→ 食の背景が

想像できる人を増やす



Mogu Mogu が目指すもの

いつでも
だれでも
集える場所

一緒に作って
一緒に食べて

一緒に語れる場所



2020年コロナ禍 その対策

さいたま市(2014年～)

見沼田んぼで

桶川市(2017年～)
コミュニティ施設+菜園で

春日部市(2012年～)

2つの小学校で

飲食関係
全て中止

オンラインで➡



桶川市コミュニティ施設+菜園 2020年度続行、けれど・・・

オープンセサミ 神田シェフに、新じゃがの

グラタンを教わる。おいしさに感嘆の声!!!

ポテトのハーブ焼き。ハーブも自前で調達。

雨が降ったら

テントを張っ

て作業します プロのポテト料理

施設閉鎖で、次々中止。

このあとは、

単発講座に切り替えました。

参加者激減

「こんな時は、
じっとして
いるものよ」



桶川市コミュニティ施設+菜園 2020年度続行、だったら

8,9,10月 満員(25人)御礼



桶川市コミュニティ施設+菜園 2020年度続行、やっと

鶏一体と向き合う
命の食育
11年目

無事 満員御礼



桶川市

冬の畑を元気に、季節の演出

10月

11～12月

２月



桶川市 2021年度 スタート 課題は参加者70％、そしてもう一つ



2021年コロナ禍、でも続ける食育

さいたま市 飲食OK
見沼田んぼ収穫

桶川市 試食程度?
コミュニティ施設+菜園で

オンラインセミナー

続くか?
うどん、みそづくり

家族の一体感

NG?



【まとめ】

コロナ下で続ける食育の意味と課題
? 食育とは → 食の背景を想像し、正しく判断できるだけの

体験と知識(と実践力)を身に着けること
? いま、ですか → 子どもの「いま」は「いま」しかないんです、という叫び(教育現場・一般家庭)

食の専門学校も、食の生産現場も稼働している。
ウィルスとともに「食生活」を続ける知恵、体験は現在進行形で学んでこそ。
この苦境のなかでこそ、食の重要性、共食の価値に気付ける。

? お金のある人だけか→ 公的な機会は増えている、コロナ下では止まる。
民間では明確な意志ある人が優先にならざるを得ない。

? もっと困っている人がいる→ この緊急事態の下支えは、その分野の福祉団体に頼む。
私たちは緊急事態があけた、そのあとの人材を育てるのが使命。

?そのあと、とは → 2030年問題、環境問題、持続可能社会にむかう視野・思考力のある人材。

【課題】
・食のイベントに参加する家族は、覚悟が必要なのか
・自己管理の菜園に、農業ボランティアが欲しい ← 農地の管理は大変
・料理教室機能つきの拠点を持ちたい ← ヤドカリでは、自主計画が立たない。
・食を共にしない「人間関係の造り方」を模索できるか ← ポストコロナの食育



ご清聴、ありがとう
ございました。

Mogu Mogu は「おいしいねっ」が言える

環境づくり、関係づくりを

応援しています。


